
B

【主な理由】
 公金の安全かつ有利な運用との視点から、安全性において金融機関の情報収集に努めるとともに、
運用面で資金状況を勘案しながら資金運用率目標90％に対し、88％を達成することが出来ました。

ー

評価基準…A（90%以上）、B（70~89%）、C（50~69%）、D（30~49%）、E（29%以下）

評価効率的な事務が行えるよう事務改善に努めます。

組織マネジメントの取組

部局マネジメント方針
会計管理事務の向上

宣言① 会計事務の適正な執行を確保するとともに公金の適正な管理に努める。
平成30年度 会計管理課の「実行宣言」

適正な会計事務の推進

部局マネジメント方針
評価 B

C

会計管理業務の向上のため、知識の取得に努めます。

適正な財務会計事務の推進のため担当者研修会等を実施します。
各会計担当者の質問等に対し的確に対応し、随時、有益な情報提供を行い会計事
務の向上に努めます。

評価
B評価

評価 B

公金の安全かつ有利な運用のため、金融情報等の把握に努めます。

公金の安全かつ有利な運用

平成30年度 会計管理課の「実行宣言」

A

基本方針と使命
  松阪市が実施する各種事業において、各部局の予算執行や収入調定等にあたり、関係法令、条例及び規
則等に則した会計処理がなされているか厳格に審査を行い、適正な支払事務を行うとともに、公金の安全
確実な管理及び保管を行います。
 また、市民から託された大切な財産である公金の運用について、より安全かつ有利な方法で、管理・運
用を行います。

平成29年度の評価

評価

作成者
（評価者）

宣言①
会計事務の適正な執行を確保するとともに公金の適正な管理に努め
る。

会計管理者 内田 寿明

『松阪市総合計画』
との関わり
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平成29年度の総括（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）
【達成できたこと】
・会計事務において各種事業の歳入歳出等、条例等に則した会計処理がなされているか厳格な審査を行
い、適正に支払い事務を行うことができました。
・金融金等の情報収集に努め、安全性を把握し、より確実で有利な資金運用を行うことができました。
・新任課長、係長級職員への会計事務の研修、また電子決裁操作研修の実施のほか、職員ポータルの全体
掲示板への会計管理課からのお知らせとして「起票時の注意事項」などを連載し、適正な財務会計の推進
を図りました。

【達成できなかったこと】
・効率的な会計事務が行えるよう、事務改善について他市の状況等を調査し検討を行いましたが、解決策
を見出すまでには至りませんでした。
 課内において、審査のしやすい体制づくりを進めるとともに、引き続き、他市の状況等を検討しながら
電子決裁に対応できる効率的な会計事務に取り組みます。

 会計管理課では、松阪市の公金の安全確実な管理及び保管を行うとともに、松阪市が実施する各種事業
の会計事務を行っており、収入や支出について会計書類等が条例や規則に則して適正な事務処理がされて
いるか厳格に審査を行っていきます。
 また、大切な財産である公金の運用については、安全かつ有利な方法で管理・運用を行っていきます。
 適正な会計事務を行うため、会計事務に関する実務能力の向上、効率的な執行に努めます。

課の基本方針と使命
関係する『総合計画』施策 ー

会計管理者 内田 寿明
関係する

「実行宣言」
平成29年度
平成30年度

会計事務の適正な執行を確保するとともに公金の適正な管理に努める。
会計事務の適正な執行を確保するとともに公金の適正な管理に努める。

組織名 会計管理課 作成者（評価者）
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会計管理課 事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
90％以上 88% A 90％以上

平成29年度 平成30年度

1 一般 -

活動指標 活動指標

7,720
資金の運用率（預託金額/総資金額） →

現状維持
7,718

資金の運用率（預託金額/総資金額） →
現状維持

会計管理一般経費

2
1
7



会計管理課 事務・事業管理シート（ゼロ予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
7回 8回 A 7回

平成29年度 平成30年度

(1)
適正な財務会計事務の推
進

ー

活動指標 活動指標
全体掲示板での周知 →

現状維持

全体掲示板での周知 →
現状維持

2
1
8


